電気電子工学科卒業研究中間発表会要旨
電気　太郎　　（指導教員　○○　○○）

本文はここから始まります。

このファイルのフォーマットはMicrosoft Wordの2段組です。

編集して要旨作成に利用してください。余白等は調整済みです。

周囲の余白は上下左右すべて20[mm]です。製本に支障が出ますので，厳守してください。
フォントは明朝体(英語はCentury)を基本とします。本文のフォントの大きさは9 ~ 10.5ポイントにしてください。
要旨の枚数は1テーマにつき1枚とします。
ページの体裁は図1のようになります。

要旨はA4判原寸のオフセット印刷となります。

文字，図面等は白黒とし、あまり薄くならないようにしてください。
印刷機の特性により写真等の階調表現はあまり得意ではありません。

この下の行は意図的に改段（段区切り）を入れてあります。
本文終了後，参考文献を書きます。

引用・参考にした文献には番号をつけて，引用・参照箇所[1]を明記してください。
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2段組の段間は7[mm]とします。

この下の行には意図的に改段（段区切り）を入れてあります。
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図1.　ページの体裁

この下の行は意図的に改段（段区切り）を入れてあります。

